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述
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せ
し
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幣
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量
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節
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。
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條
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値
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に
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買
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せ
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と
す
る
？
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同
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倍
i
な
ら
ば
、
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は
何
等
の
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動
を
蒙
ら
含
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べ
し
。
若
し
灭
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I
W
十
倍
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な
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が
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倍
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^
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貨
幣
數
量
を
ぱ.適i

且
に
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せ
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中
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を
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に
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る
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激
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す
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定
額
の
貨
幣
は
其
數
倍
の
貸
付
金
に
對
す
る
銀
行
の
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拂
準
備
と
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用
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ら
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な
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味
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つ
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對
す
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影
響
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に
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舣

一

億
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增
加
せ
る
場
合
の
數
倍
に
上
る
可
け
れ
ば
な6
。
從
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V

流
通
貨
幣
辙
ょ
6

は
多
額
に
上
6

且
つp

激
に
®
減 

す
る
銀
行
の
貸
付
金
は
物
價
に
對
し
て
貨
幣
ょ
6

名
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か
に
著
し
き
影
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を
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貨
幣
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金
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於
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の
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す
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用
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度
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せ
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む
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物
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の
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。
加
之
、
信
用
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度
は
現
金
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要
す
る
塒
と
手
數
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を
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き
且
つ
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用
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容
易
な
ら
じ
め
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つ
て
貨
物
の
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海
に
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引
の
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用
を
節
減
せ
し
む
る
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な
る
を
以
て
、
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を
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價
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激
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る
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と
を
得
る
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の
な
6

0
印
度
及
び
金
貨
施
通
せ
次
る
他

の
金
貨
B

か
金
货
本
位
を
^
;
す̂
る
こ
と
を
©
る
は
卽

ち

此
'0
~
の
調
節
力
を
利
用
し
•つ
、
ぁ
る
が
爲
め
に
外
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ら
梦
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上
は
著
者
主
張
の•極
槪
な
6
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貨
幣
數
量
說
に
對 

j

るV

丨
パ
丨
氏
の
誰
明
は
多
少
重
钹
叉
は
矛
盾
せ
.る 

所
な
き
に
非
次
れ
と
名
、
槪
し
て
穏
健
な6

と
爾
务
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き
か
。
3

れ
と
、
信
拥
を
物
價
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係
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多
少
の
疑
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定
額
の
貨
幣
の
增
加
财
同
額
の
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加
ょ
6

名
物
價
に
對
し
て
著
し
き
影
響
を
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ぼ
す
可
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は
箸
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の
言
の
如
く
な6
と
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洛
、
流
通
貨
幣
と
銀̂
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付
と
の
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に
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け
る
數
量
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係
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少
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內

に
變 

|1

す
る
こ
と
豨
な
る
名
長
期
間
に
は
衡
次
變»
す
る
？ 

.
め
な
る
を
記
憶
せ
次
る
可
か
ら
岁
。
若
し
果
し
て
然
ら 

ぱ
信
用
は
貨
幣
と
獨
立
に
物
惯
に
影
«
を
與
ふ
る
こ
と 

ぁ

云

ふ

可

く

、
從
っ
て
香
人
は
物
價
平
準
に
對
す 

る
信
用
制
度
の
影
響
を
輕
舰
す
可
ら
次
る
な-

C
N
O

次
に

1

1A

著

者

は

信

用

制

度

の

運

^

^

貨

物

の

1

©
を
低
下
せ 

し
む
可
き
を
以
て
、
此a

ょ
6

論
少
れ
ば
物
僧
騰
貴
を 

雜
致
す
る
の
一
原
因
な
る
こ
と
能«

^
る
名
の
な
6

と 

斷
>

た
れ
ど
名
此
斷
逛
は
；生
產
费
說
を
根
據
と
せ
る 

衫
の
に
しV

、
.吾
人
の
替
成
す
る
を
得
次
る
所
な6
0 

各
貨

物

の

價

格

は

需

用

と

供

給

.に

依
ろ

て
{
/E
i

る
名の 

に
しv

生
產
養
於
みy

侬
ろ
七
定
ま
る
に
非
卞
。

ば
。
若
し
銀
行
^
賛
付
增
加
せ
ば
、
貨
物
の
需
用
は® 

加
す
可
く
、
從
つ
て
貨
物
の
供
絡
.に
し
て
同
一
程
度
に 

增
加
せ
次
る
間
は
、
假
令
生
產
费
が
同
塒
に
低
減
ず
る 

• 

i名
、
其
憤
格
：

s
®

貴
す
可
し
。
勿
論
其
供
输
に
し
て 

增
加
せ
ば
、
物
價
は
騰
貴
せ
次
る
こ
と
&
る
べ
け
れ
ど 

i

著
者
自
身
S
云
へ
る
^
如
く
、
2

十
五
頁)

信
用 

制
度
其
物
は
直
接
に
貨
物
の
現
存
量
を
增
加
せ
し
ひ
る 

乙
と
を
#

次

る

な

貸

付

金

の

增

加

は

勿

論

生

產

を 

刺
激
す
ベ
け
れ
ど
S
、
新
生
產
物
似
市
場
(C
提
供
せ
ら
. 

る

、
迄
に
は
多
少
の
槠1
1
1
を
要
す
可
し
4
而
し
て
此
期 

相
»
に
於
て
«

.
'«
は
|1
貴

す

る

の
«

^J
を
有
す
^

^
E
l
l
s
s
s
i
s
i
l
l
l
l
s

し
。
.著
者
找
货
幣
數
量
說
の
反
對
論
を
辯
駿
す
る
に努 

め
te

る
&

«
物
價
に
及
ぼ
す
信
用
の
.影
響
を
輕
視
す
る 

に
至
6

し
、が
如
し
。

^ '
*

者
は
附
錄
と
む' v

卷
末
に
ゥ
ォ
ー
ヵ
ー
历
の
國
際 

雨
本
位
制
の
一
飾
と1} 

n

ル
y

.ン
氏
の
貨
幣
諭
の 

一
«
 

i

を
收
め
杧
る
名
、.

(

八
十
丸—

百
四
頁)

此
附
錄
、

S

本 

書
の
紙
數
を
增
加
す
る
以
外
に
於
て
大
に
其
惯
値
を
髙 

め
^:
-
0と
觀
む
る
乙
と
»

困
難
な
6

と
云
»

^

る

べ
/J

y

槪
しV

之
を
評
せ
ば
、，
本
書
は
著
潘
於
鏡
に
發
表
せ 

るThe Standard of V
alue

若
し
く
は
ブ
ィ
シ
'ヤ
I

氏
、

レ
ィ
ト
ン
茈
等
の
統
針
的¥]
:
究
に
比
敵
す
る
？
の
に
非 

f

 

«明
0
單
純
な
る
、
疔
文
の
：明
決
な
る
、
見 

地
の
哲
理
的
な
る
諸
點r.
於

て
1
種
の
將
色
を
備
へ
お 

る
货
幣
數
量
魏
の
最
近
の
諌
明
と
し
<
評
者
は
之
を
江 

湖
に
推
擧
す
る
を
瞎f
f
ini
:

^
る
^p

の
な
-
。̂(

高
城)

m
a
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千
九
.百
十
ヨ
年
紐
背
銀
^
法
令
雜
認
劍 

火
版
三
十】

一l
l

M

^

M
pi

十
八
^

此
小
册
子
は
紐
育
市
に
於<
發
行
せ
ら
る
>
龈
行
法 

令
雜
誌(

B
a
n
k
i
n
g

r
pミJ

o
u
r
n
a
l
)

の
千
九
11
十
三
年 

五
月
號
に
揭
出
せ
ら
れ
允
る

一

論
文
を
單
行
本
と
し
< 

再
版
せ
し
？
の
な
1
9
0著
者
»
目
下
貨
幣
の
本
質
を
!» 

究
し
つ
、
あ
6
て
a
れ
锆
樹
な

る一

書
を
著
©
す
谶
定 

な

る
が
、
軿
究
を
進
ひ
る
に
從
ひ
貨
幣
に
關
す
る
在
來 

の

學

說

に1

大
談
讓
あ
る
を
發
ji
し
玆
に
自
己
の
意
見 

を
發
見
し
て
世
1C
問
ふ
に
M

6
し
な
ぅ
と
。
著
者
の
主 

張
の
！

左
の
如
し
"

經
濟
學
者
間
の
定
說
に
據
れ
は
、
最
初
貨
幣
な
るi 

の
存
在
せ
^
し
て
人
»
物
と
物
と
を
交
換
し
所
謂
交
換 

の
媒
介
物
を
使
用
せ
次6
し
が
、
S
後
人
の
煨
ぢ
R
ji
J
 

す
る
或
る
貨
物
が
交
敗
の
媒
介
物
と
し

y

用
ひ
ら
る
>

七
七
泡

妣
0
と
.紹
、介

:1 「

.寒


